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国際コミュニケーション学科7/18

　7 月 18 日のお昼休みに、留学経験を
語る会を実施しました。昨年オースト
ラリアに留学した英語英文学科の 2 年
生 3 人が発表してくれました。主な参
加者は、国際コミュニケーション学科
の 1 年生でした。貴重な体験談に刺激
を受けた様子でした。

健康栄養学科5/29

　調理学実習で炊きおこわ、吉野鶏の
すまし汁、大豆の五目煮、ひき茶まん
じゅうを作りました。むずかしそうに
思えるまんじゅうも思いのほか手軽に
作れることがわかりました。すまし汁
は、塩分濃度が適切かどうかをチェッ
クできる塩分計で測定しました。とて
もおいしくできました♪

デザイン環境学科6/15

　構造力学演習の授業の様子です。
　スポンジを使って、柱を作ります。
　引張ったり、曲げたり、力を加えると、
柱がいろいろな形に変わります。鉄骨
や鉄筋コンクリートでできた実際の柱
も、同じように変形します。
　柱にどんな力が働いているのかが、
目で見てわかります。

岐女短　新たな取り組み#035

学長畑中より、岐女短の新たな取り組みについて。
1　学修ポートフォリオ
2　岐阜学
3　データサイエンス教育
4　編入学対策・公務員講座の充実
5　SPARC事業（文部科学省支援事業）

岐阜市立女子短期大学　食物栄養学科　授業紹介#027

栄養指導論実習Ⅱでは、“自然と健康になれる食環境づくり” の学
びとして、岐阜市立女子短期大学生活協同組合にご協力いただき、
コラボランチメニューの企画・販売を行いました。今回ご紹介す
るメニューは学生が考案したもので、コンセプトは「野菜を美味
しく食べよう」です。野菜をたっぷり使った副菜「いろどりベジ
のオーロラソース和え」が、手軽に、美味しく作れますので、レ
シピ動画を参考に、ぜひお試しください！
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［5月2日］デザイン環境学科
中部電力の作業ユニフォームのデザインプロジェクトのお披露目会がありました。お知らせ

［5月8日～ 15日］フィレンツェ週間を開催しました。
最終日の15日にはフィレンツェ市外交顧問が来学し、文化交流団の対話劇を学生と鑑賞しました。お知らせ

［6月2日］健康栄養学科
令和５年度　管理栄養士国家試験受験対策講座のお知らせ
［6月2日］健康栄養学科
本学科の先生たちが執筆に関わった書籍『今こそ伝えたい岐阜の家庭の味』が出版されました。お知らせ

［6月23日］国際文化学科の学生が韓国語の検定試験に合格しました。お知らせ

［7月19日］生活デザイン学科
ヴィジュアル専修 2年生 22名による、パッケージデザイン授業作品展「個性を形に」を開催しました。お知らせ

［7月23日］国際文化学科の学生が中国語の検定試験に合格しました。お知らせ

　令和 5 年 4 月に着任しました。専門分野はライフステージ別栄養
管理、食事計画で、健康の維持増進のための食支援に関する研究を
行っています。科目は給食管理、給食管理実習を主に担当しています。
学生時代～本学に着任するまで、愛知、三重、静岡、石川で過ごし
た経験から中部地方には多くの知り合いが、大学関係者はじめ多方
面に渡ることが私の強みです。仕事としては、栄養士・管理栄養士
養成大学に 18 年勤務してきた経験を活かし、岐女短の目指す栄養士
の養成、地域貢献につながる研究を実践していきたいと思います。
また、栄養士・管理栄養士の先輩として後輩の活躍を支えられる存
在になりたいと考えています。

健康栄養学科　専任講師　佐喜眞 未帆

　令和 5年 4月に着任しました。出身は岐阜県岐阜市です。「教育工
学（Educational Technology）」という分野を専門としています。
情報学、情報機器の工学技術を用いて、アッと驚く環境開発をして
います。身の回りにあるものを使うと、写真のような「立体ホログ
ラム」を作ることができます。これを基にして、どのように使おうか？
可能性は無限大です。
　近年は、「IoT（Internet of Things）教育利活用」を主とした活
動を行っています。Society5.0、DXなど、新たな言葉、技術が日々
生まれています。今、日常的に使われている技術も 10 年後には様変
わりしているかもしれません。変化の大きい現在、教育工学の側面
からアプローチして、地域に貢献できるよう頑張っていきます。

デザイン環境学科　准教授　神谷 勇毅
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